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最近、連日のようにテレビや新聞で市民生活を脅かす事件が
報じられています。犯罪のない平穏な暮らしは、すべての市
民の切実な願いではないでしょうか。
今回の特集では、地域と行政が手を携えて進めている安全・
安心なまちづくりについて紹介します。

特集/地域の安全・安心

　犯罪は、私たちの身近なところに潜んでいます。四日市市
内では、昨年1年間で、約3千件の刑法犯罪が発生しました。
その内訳を見ると、空き巣や車上狙いなどの「窃盗犯」が全
体の8割近くに上っています。

身近に潜む犯罪

　身近な犯罪を減らすためには、地域住民の力が不
可欠です。「四日市市地域防犯協議会」は、地域の
防犯活動団体と市、警察の三者が連携して地域主
体の安全なまちづくりを推進するため平成16年7月
に設立されました。
　「自主防犯活動による地域コミュニティの輪・話・
和」を合言葉に、隔月1回の実践的な会議により、団
体間の情報交換・共有化が図られています。活動の
効果は着実に表れており、会の発足以来、地域の犯
罪件数は大きく減少しています。

地域と市、警察が連携　～四日市市地域防犯協議会～

自分たちのまちは 自分たちで守る

みんなでつくる
安全・安心なまち安全・安心なまち安全・安心なまち安全・安心なまち

■市内における刑法犯認知件数の年別推移（三重県警察提供）
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■市内における
　平成27年の刑法犯発生状況
　（三重県警察提供）

窃盗犯
2,276件

その他
488件

凶悪犯 12件

風俗犯
16件

粗暴犯
86件

知能犯
73件

四日市市地域防犯協議会　会長 伊藤昭さん

　会員は、さまざまな課題を抱えて日々の
防犯活動に取り組んでいます。各地域の防

犯情報の共有は課題解決に役立ちます。未加入の地域の
皆さんもぜひご参加ください。

みんなで情報共有し、
活動の輪を広げていきたい
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　住民による防犯パトロールが、市内で活発に行われています。防
犯パトロールは、「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識が
あれば、誰でも参加できます。

窓ガラスを一
枚でも割られたままにしておくと、その地域
全体が無防備だと思われて、犯罪が多発し
ていくという考え方を「割れた窓理論」とい
います。少しの異変も見逃さないという意
識が、犯罪抑止に大きな力を発揮します。

始めてみよう！防犯パトロール

　危険を避けるためにも、2人以上の複数で実
施しましょう。多くの目で見ることにより、より多
くの危険箇所を発見できます。

　街頭で犯罪被害に遭う人の多くは、徒歩また
は自転車です。同じ視点で見ることが、注意喚起
に役立ちます。

　犯罪を行おうとする者は、住民から挨拶された
り、声を掛けられたりすることを嫌います。
　「こんばんは」といった挨拶だけでも十分で
す。地域の皆さんが声を掛け合うことで、地域の
連帯感が醸成されることにもつながります。

市では、警察が公表する情報などを元に、暮らしの防犯情報を
メール配信しています。この機会にぜひご登録ください。

防犯（安全・安心）情報
件名：不審者情報
発信日：○月○日
場所：○○町地内
概要：○月○日午前８時頃、

女性が通学途中、男
に後をつけられたも
の。不審者の特徴　
男（50歳代、帽子、
ボーダー柄上着着
用、白色の自転車）

「防犯～安全・安心情報メール」を
ご利用ください

不審者情報
振り込め詐欺など
空き巣被害情報
防犯に関する啓発情報

●
●
●
●

1
2
3
4

登録は簡単です！
「四日市市防災メール」の登録画面から、
「防犯（安全・安心）情報」を選択してください。

複数で

基本は
徒歩で

声掛けを

割れた窓理論

パトロールは継続が大事！気負
わず、肩肘を張らず、日常生活の
一部として気楽にやりましょう。

こんな情報を
配信しています！
こんな情報を
配信しています！

パトロール時の心掛けパトロール時の心掛け

割られた窓を放置

罪悪感が薄れる

他の窓も割られる

軽犯罪の温床に

やがて重大犯罪に

▼

▼

▼

▼

▼

　

▼
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私たちのまちの安全パトロール私たちのまちの安全パトロール

拍子木を
叩きながらの
パトロール

ごみ拾いのボランティア活動をしている
特定非営利活動法人グリーンバードとの
共同活動

昼間は女性が中心の「えぷろん隊」が活動

活動の重点は夜間パトロール

4

子どもも高齢者も笑顔に
　青色回転灯装備車両9台で昼夜パトロールし、
子どもの下校時間に合わせた見守りにも力を入れ
ています。「防犯」というと固い話になりがちです
が、毎月開催している高齢者の集い「スマイルカ
フェ」の気軽な雰囲気の中で防犯講話を企画する
など、活動は「楽しく」を心掛けています。

NPO法人 ニコニコ共和国　地域：橋北地区全域　会員：34人

理事長   髙井俊夫さん

「ランパト隊員」募集中 　地区内でもジョギングをしている人を多く見かけます。そんな運動
の際にもちょっとした防犯活動ができればと、ランニングパトロール隊、略して「ランパト隊」を結成しまし
た。このランパトもそうですが、防犯活動は、無理をせずできる範囲で行うことが大切だと思っています。

多文化共生のまちで　平成21年4月に住民
が集まって不法投棄や違法駐車の見回りを始めたの
がスタートです。メンバーには、外国人住民もいます。
仕事が終わってからしか時間が取れない若いメン
バーが多く、メンバーが参加しやすいよう、夜間パト
ロールは午後9時から実施しています。

UR笹川防犯・防災パトロール隊　地域：UR笹川団地　会員：50人

活動のもう一つの効果　活動を始めてから、不法投棄は目に見えて減り
ました。また、地域で交流の機会が増えたことも大きな効果ですね。外国人住民も
日本人住民も関係なく地域の課題を話し合うようになり、みんなで地域を良くし
ようという雰囲気ができてきました。街中でも「パトロールの人ですね」と声を掛
けてもらえるようになり、住民間の距離が縮まってきたことを感じています。

挨拶をしながらまちをパトロール
　「地域へ何か貢献できることはないか」という発足
当時の先輩たちの思いが私たちに受け継がれ、活動
は今年で7年目を迎えました。地域の人や他のボラ
ンティアの皆さんと協力し、行き交う人に声を掛けな
がら街をパトロールしています。

四日市大学地域パトロール部　地域：あさけが丘など　部員：11人

左から光部達哉さん（2年生）、
水井玲央さん（2年生）、宮﨑香奈さん（3年生）

地域と関わる喜び　パトロールをしていると、地域の人に顔や名前を覚えてい
ただき、小さい子どもから「四日市大学のパトロールの人だ」と声を掛けてもらうこと
もあります。皆さんに親しみを持って接してもらえることは、大きな喜びですね。私た
ちの活動が少しずつ地域で認知され、着実に定着していることを実感しています。

こうべ

代表
キャン カストロ・アベル イサモさん

！

No.1448　平成28（2016）年3月上旬号



55

犯罪の防止または抑止を目的に、道路や
公園など公共の場所に設置するカメラなど

自治会などの地域団体
商店街振興組合 など

設置費や賃貸借料の2分の1
（通学路に設置の場合は3分の2）

補助の用件

対象となる団体

対象となる経費・
補助割合

　防犯活動を補完するものとして、
防犯カメラの設置も有効です。
　市では、新たに「四日市市防犯カ
メラ設置」に係る補助制度を設け、
平成27年度から運用を始めました。

　安全で安心な暮らしの実現に向け、警察の治安活動や市の施
策が進められる一方、「自分たちのまちは自分たちで守る」という
市民の皆さんの自主防犯意識が高まりを見せています。近年の
犯罪減少傾向は、市内各所で繰り広げられている防犯パトロー
ルをはじめとした、皆さんの日々のたゆまぬ自主防犯活動のたま
ものと言えます。
　しかし、この地道な努力を絶やしてしまえば、市内で再び犯罪
が増えることにもなりかねません。今後さらに安全・安心なまちづ
くりを進めていく上では、市民と行政がお互いの特性を生かして
協働することが不可欠と言えます。

　夜の中心市街地を歩
くと、路上で客引きに声
を掛けられ、不快な思い
をしたことや不安を覚えたことはありませんか。
　こうした市民や来街者に著しく不安を与え、
迷惑を掛ける行為を防止することを目的とす
る「四日市市客引き行為等の防止に関する条
例」が制定され、7月1日に施行されます。詳し
くは、改めてお知らせしていきます。

商店街の防犯協議会の皆さんと市長、三重県警察など
が参加し、昨年12月に実施された「年末特別パトロール」

防犯カメラ設置の補助制度がスタート

市の補助を受けて、通学路に新たに設置された防犯カメラ

客引き防止条例

中心市街地では
こんな取り組みも

さらに安全・安心なまちづくりに向けて～これからが正念場～

みんなが安心して
暮らせるまちを
みんなでつくって
いきたいね！
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市民協働安全課 354-8179  FAX 354-8316
広報広聴課 354-8244  FAX 354-3974

●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は



　三重県では、今年5月に主要国首脳会議（伊勢志摩サミッ
ト）、平成33年には国体の開催が予定されています。国内外
から多数の人が来訪することになり、臨海部にコンビナートを
有する本市は、テロなどに対する警戒が必要となってきます。
　そこで、本市においても、官民一体となってテロ防止に取り
組むため、「テロ対策四日市南・北・西地区パートナーシップ」
が1月に発足しました。このパートナーシップは、自治会・団体、
電気やガスなどのライフラインや運輸会社・集客施設・コンビ
ナート企業などの民間事業者、警察・本市などで構成され、官
民一体のテロ対策に向けて動き出しました。
　発足式に先駆けて、市では、危険物や高圧ガスを大量に貯
蔵・取り扱いをするコンビナートにおいて、同時多発テロを想
定した消防訓練を実施しました。今後も、合同訓練を実施する
など、さらに連携の強化
に努めていきます。

　テロリストは、ある日突然襲撃してくるとは
限りません。観光客などを装って、あなたのま
ちに溶け込んでいるかもしれません。
　また、事前に、写真やビデオを撮ったり、同
じ場所を何度も行ったり来たりと、下見をして
いるかもしれません。駅や公園などに荷物を
置き去ろうとしている人を見かけたり、見慣
れない物が置いてあったりということがあれ
ば警察へ、また、臨海部で不審船・不審物を
見掛けたら海上保安部へ連絡してください。
　見慣れない物を発見しても、決して触った
り、開けたりしないでください。

地震が起きたときの心得

「いつもと違う！」
その感覚が大切です

テロへの強い危機意識を持ち、
不審者や不審物を発見したら

☎１１０ 警察
☎１１８ 海上保安部

テロ対策四日市南・北・西地区
パートナーシップの発足式

コンビナートでの訓練

コンビナート
企業

市

自治会・団体ライフライン事業者

警察

運輸会社

防災
ワンポイント
情報

ミーポくんうみまる

　地震が起きると、上から瓦や窓ガラス、看板などが落ちてくることが
あります。また、補強されていないブロック塀や石碑などは、崩れたり倒
れたりする可能性があります。外を歩くときは注意するとともに、その管
理者は、補強するなど適切な管理をお願いします。
　地震が発生した時に屋外にいる場合は、落下物の心配のない公園
などに避難するとともに、塀や看板、石碑などの近くから離れましょう。

テロ防止へテロ防止へテロ防止へ
～官民一体の取り組み～

6

国民保護
プラス

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 危機管理室　  354-8119  FAX 350-3022



波木町自治会長
伊藤 頼夫さん

清掃活動 運動会

防災訓練

花いっぱい運動

あいさつ運動 掲示板でお知らせ

ごみ集積場管理

運動会

同じ地域に住む住民同士が力を合わせて、身近な地域の
課題解決に取り組んだり、地域のさまざまな行事を通じ
て、住民同士の交流を図ったりしながら、まちづくりを進
める団体が「自治会」です。

　日ごろの自治会活動で顔見知りになり、気軽に協力できる人間関
係が育まれていれば、災害発生時の安否確認や救助活動などで役
立ちます。安全で安心な住みよいまちを目指して、この機会に地域社
会を支える自治会に参加し、一緒にまちづくりに取り組みましょう。

　誰もが気軽に参加できる夏祭りや運動
会などを開催し、地域住民の皆さんの交
流と親睦を深めています。また、伝統文化
の継承にも一役買っています。

夏祭り

鯨船行事健康で楽しく暮らすために

　市や地域の情報な
ど、日常に密着した情
報を組回覧や自治会
の掲示板などでお知
らせしています。

くらしの情報
　地域の皆さんが安
全・安心に暮らせる
よう、子どもや高齢者
の見守りなどをして
います。

支え合いのために 福祉活動

環境美化活動

防災・防犯・交通安全活動

文化・スポーツ・レクリエーション活動

広報活動

　快適に地域の公園などが利用で
きるよう、清掃・草取り、ごみ集積場
の管理などを行っています。

きれいなまちのために

　自主防災組織を結成して防災訓練を行ったり、防災倉庫に
防災資機材を保管したりして、緊急時に備えています。また、
防犯外灯や防犯カメラの設置
なども自治会が行っています。

安全・安心のために

　内部地区は、各地域
の課題に応じた防災訓

練を自治会単位で行っています。
　自治会は、なくてはならない団体で
す。防災訓練などのいろいろな活動
を通じて顔見知りになれば、より良い
コミュニティーが形成され、助け合い
の精神が生まれると思います。

〝
住
み
よ
い
ま
ち
〞

〝
住
み
よ
い
ま
ち
〞を
目
指
し
て

自治会ではこんな活動をしています自治会ではこんな活動をしています

日ごろからの
付き合いが
大きな力に

7

自治会の活動
プラス

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 市民生活課 354-8146  FAX 354-8316
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○剣舞の魅力
剣舞とは、吟詠に合わせて刀や扇を持って舞う舞踊で

ぎん えい

す。舞踊というと、若い人には「恥ずかしい」とか偏見
があったりしますが、踊りの最中は無酸素運動なので結
構しんどいし、スポーツ的な要素もあります。踊ること
で健康にもつながるし、多
少の練習は必要ですが、誰
でも踊れるし、やりがいも
あり、続けた先に得るもの
があります。
祖父が流派を作り、父が
継いでいるので、自分も物
心つく前から剣舞をやって
いました。初めて日本武道
館に立ったのは小学３年生
のときで、とてもどきどきしたことを覚えています。大
きな舞台に立つのは気持ちが良く、感動的です。
踊るときには何も考えないようにしています。いろい

ろ考えると失敗しや
すいので、頭を真っ
白にして、自然に出
たもので動いていま
す。ここで出るもの
が、日々の練習の成
果だと思っていま
す。

○３度目にして手にした栄冠
少年の部の全国大会に
は３年連続で出場し、高
校３年生になった今年度
の大会で優勝することが
できました。１年、２年
のときはプレッシャーや
足のけがなどでボロボロ
だったり、弟が先に幼年
の部で優勝したりと、苦
労してたどり着いた優勝
だったので、うれしかっ
たですね。

○剣舞をもっと広めたい
関係者ばかりとか、年配の人が多いイメージがあるか
もしれませんが、１度舞台を見に来て、自分のような若
い人がいることを知ってもらい、少しでも剣舞に興味を
持ってほしいですね。若い人が見に来てくれると、舞台
自体も盛り上がるのではないかと思っています。毎年、
日本武道館で舞台をやっています。ぜひ、見に来てくだ
さい。
春から大学生になるので、環境が変わり、今までのよ
うに練習ができなくなります。しかし、最低でも週に１
回は踊りたいので、大学生活としっかり両立し、将来は
父のような指導者になりたいと思っています。

VVool.3Vol.366

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：３月11日〜31日 ９：00・20：30

４月１日〜10日
月・水・金・日 ９：30・20：30
火・木・土 12：30・20：30

■ＦＭよっかいち「よっかいちわいわい人探訪！」でも
紹介します。
放送日時：３月の日曜日 ８：54・14：54

平成27年度全国剣詩舞コンクール決勝大会で、
剣舞の「少年の部」で優勝。この春、海星高等学校
を卒業された上岡雅治さんにお話を聞きました。

上岡雅治さん
うえ おか まさ はる



２月23日は
「工場夜景の日」！

工場夜景観光に取り組んでいるま
ちが連携して、毎年、「全国工場夜景
サミット」を開催してるって、みん

な知ってる？
今年、１月22日に、６回目のサミ

ットが尼崎市で開催されたんだよ。
その会場で、記念すべき１回目の

サミットを開催した「２月23日」を、
「工場夜景の日」として登録すること
が発表されたんだ。
ボクの宝物、コンビナート夜景を

多くの人に
知ってもら
う機会がで
きて、うれ
しい！これ
からも、も
っとＰＲ頑
張るよん♪
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１年間ありがとう！これからも頑張ろう！
あすなろう鉄道が発進してもうすぐ１年です。花植え

や駅舎塗装など、地域や利用者の皆さんの数々の取り組
みに対し、改めてお礼を申しあげます。
これまで、市や四日市あすなろう鉄道㈱の取り組みも

紹介してきましたが、今回は不正乗車対策について紹介
します。無人駅が多く、いわゆるキセル乗車が懸念され
ていましたが、不定期に実施している車内巡視の結果、
ほとんどの人が適正に乗車していただいています。今後

も、車内巡視や特別検札を実施する
とともに、車両の扉の開閉を工夫す
るなど、対策を講じていく予定です。
さまざまな利用促進事業の実施に

より、皆さんの生活にとって大切な
移動手段として走り続けます。
写真は、東海道日永郷土資料館

の協力で実施している「まんじゅ
う列車」の様子です。今年は３月
27日（日）に運行しますので、ぜひ
乗車していただき、お好みのまん
じゅうをゲットしてください。

都市計画課 公共交通推進室
（緯354－8095 胃354－8404）

問い合わせ先

平成27年４月から新たにスタートした四日市あすなろう鉄道（内部・八
王子線）を紹介するコーナーです。

市のマスコットキャラクター「こにゅうどうくん」のコーナーだよ。
今回は、「工場夜景の日」を紹介するね♪
※「ｆａｃｅｂｏｏｋ」「Ｔｗｉｔｔｅｒ」をしているよ。チェックしてね！

観光推進課
（緯354－8176 胃354－8307）

問い合わせ先

第12回

→

第12回

主なおさんぽスケジュール
●３月12日（土）・13日（日）
モータースポーツファン感謝
デー （鈴鹿サーキット）

●３月27日（日）
四日市STYLE2016in大阪
（大阪市北区梅田）

●４月２日（土）・３日（日）
エキサイト四日市・
バザール
（三滝通り他）

昨年の
まんじゅう列車の様子

→
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今から約200年前の人々の暮らし
はどのようなものだったでしょうか。
博物館常設展「時空街道」には、
江戸時代の「四日市宿」が原寸大で
再現されています。室町時代に東海
道と千草街道が交わるところに開か
れた四日の市は、江戸時代には旅人
の往来を支える東海道の宿場として
にぎわうようになりました。
一般的に、宿場は旅人のための施

設と思われがちですが、元々は幕府
の情報伝達機関である問屋場を中心

とい や ば

に形づくられ、後に旅人をもてなす
役目も担うようになりました。旅人
は旅籠に泊まり、道中で餅やまんじ

はたご

ゅうを食べ、旅を続けます。茶店の
店先にあるかまどは、湯茶を沸かし、
餅やまんじゅうをふかすのに使われ
ていました。
「時空街道」には、弥生時代の竪穴
住居の中心にも炉があり、江戸時代
になっても、煙が立ち込める生活は
それほど変わらないことが分かりま
す。

1,500年以上の時をかけて、少し
ずつ変化していた暮らしは、明治以
降、特に戦後に急激な変化を遂げま
した。その中で、私たちのまちが何
を経験してきたのか、「時空街道」と
「四日市公害と環境未来館」で考え
てみてはいかがでしょうか。

→ →

〜四日市宿から〜

リニューアルした博物館・プラネタリウムで、私たちのまちや、私た
ち自身の未来について考え、このまちや自分自身を再発見する旅に出
掛けましょう。

スマートフォンなど、インターネ
ットに接続できる機器は、日常生活
に欠かせなくなってきていますが、
その使い方には課題もあります。
栢青少年の実情は
警察庁の発表によると、平成26年
の一年間に出会い系以外の交流サイ
トを通じて性犯罪などの被害に遭っ
た青少年は過去最高の1,421人で、
その 割以上がフィルタリングを設9

定していませんでした。三重県では
昨年、青少年健全育成条例を一部改
正し、青少年がスマートフォンなど
を利用する場合にはフィルタリング
を設定するよう、実質義務化（保護
者の申し出により、設定しないこと
を選択できる）しました。しかし、
三重県の調査では、契約時のフィル
タリング利用率は59.1％にとどま
っており、まだまだ理解が進んでい
ないようです。
栢フィルタリング＝
命を守るためのもの
インターネットを利用する際、有
害情報が含まれているサイトをブロ

ックし、子どもたちを犯罪被害から
守ってくれるものがフィルタリング
なのです。
青少年だけでなく、大人も正しい
知識を持ち、家族や友人とルールを
作ることが、より安全・安心にイン
ターネットを利用できることにつな
がります。
インターネット・・・に接続できる機器

のことを、ちょっと・・・・家族で話し合っ
てみませんか。そして、ほっと・・・でき
る家族の関係を築いていきませんか。

妊娠から出産、そして乳幼児から青少年に至るまでの、子育てに関す
る情報や支援について紹介します。

〜ネット・ちょっと・ほっと〜

博物館
（緯355－2700 胃355－2704）

問い合わせ先

こども未来課 青少年育成室
（緯354－8247 胃354－8061）

問い合わせ先

第 回6

第 回6
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市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

狐の嫁入り道中神事（ 月 日 塩浜地区）2 3
海山道神社に古くから伝わる神事で、毎年、節分祭と同
日に行われます。狐の新郎・新婦がまく福餅や福豆、くじ
が入った祝儀袋を手に入れようと、今年も多くの参拝者が
境内に詰めかけました。
※CTY（地デジ12ch）の「ちゃんねるよっかいち」で 月3

11日から20日まで紹介します

どんど祭り（ 月16日 富田地区 東富田町）1
無病息災などを願う、伝統の火祭りの行事です。
松や竹などで組み上げられた15基の「どんど」が燃え

上がる様子は圧巻。その熱気と、竹の爆ぜる音が迫力に
は

拍車をかけていました。

今年度の表紙のテーマは、「きらめく四日市人」です。

今月の「きらめく四日市人」は、少年自
然の家の人気イベント「思いっきりスキー」
を楽しんだ子どもたちです。
今年も定員を超える申し込みがあり、市

内の小学生30人が参加しました。初めてス
キーをする参加者も安心して楽しむことが
できるように、
経験別のグルー
プに分かれて、
丁寧な指導を受
けました。子ど
もたちは、青い
空と白い雪の鮮
やかなコントラ
ストの中、思い
っきり、スキー
を楽しんでいま
した。

市のプロモーション映像「四日市物語」を制作しました
市の魅力を広く発信するためのプロモーション映像「四日市物語」は、

「四日市あすなろう鉄道」、「コンビナート夜景」、「四日市とんてき」を
中心とした短編ドラマ 本で構成されています。ぜひ、ご覧ください。3
（12ページでも紹介しています）

☆市の動画を見るなら
他にも、市ホームページからたくさんの市の魅力に関する動画をご
覧いただけます。トップページ左「四日市市の情報発信」→「映像ギ
ャラリー」からご覧ください。 市の多彩な魅力を、動画ならではの臨
場感や迫力で味わえ、四日市の魅力を再発見できますよ。
■問い合わせ先
広報広聴課（緯354−8244 胃354−3974）
観光推進課（四日市物語について）（緯354−8176 胃354−8307）

御在所スキー場にて

←市ホームページの
トップページから
ご覧いただけます



■人口 312,267人［１月末日現在（前年比−368）］ ■火災件数 ９件［１月分（前年比＋３）］ ■交通事故件数 978件［１月分］
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、市の魅力発信について

お話しします。
このたび、本市の概要について、

カラー写真等を用いて分かりやす
く紹介したＹＯＫＫＡＩＣＨＩ ＣＩ
ＴＹ ＧＵＩＤＥ「四日市ＳＴＹＬＥ」
を発行しました。昔流の言い方を
すれば「市勢要覧」ですが、16年
ぶりの改訂となります。タイトル
の「四日市ＳＴＹＬＥ」は、「四日市
の魅力」「四日市らしさ」を表す際

にシンボル的に使用している言葉
です。図書館、地区市民センター
などの市内公共施設でご覧いただ
けますので、ぜひ一度、手にとっ
てご覧ください。
一方、「四日市物語」と題した本

市のプロモーション映像も制作し
ました。本編は約30分で、「四日
市あすなろう鉄道」「コンビナート
夜景」「とんてき」を中心としたド
ラマ仕立ての短編３部で構成して
います。この映像は、近鉄四日市
駅周辺のデジタルサイネージ（電
子看板）やシネアド（映画上映前
に流れるＣＭ）などでも発信して
いきます。

こうした新たな情報発信ツール
も最大限活用しながら、本市の魅
力や住みやすさをＰＲし、交流人
口や定住人口の増、ひいては地方
創生につなげてまいります。

市の魅力発信について
〜「シティーガイド」と「プロモーション映像」〜

四日市市長
田中 俊行

四日市私立保育連盟の研修会

市内の私立保育園の関係者が集う研修会が開催さ
れ、私も懇談会に出席してきました。保育の第一線
で活躍している園長先生や保育士さんたちが熱心に
研修と交流、意見交換をされ、非常に有意義な機会
になったことと思います。

私も、たくさんの女性参加者の前で、若干緊張気
味？に、本市の子育て施策の現状と課題、今後の方
針について話をさせてもらいました。

その後の交流の中で、現場の生の声を聴くことも
できて、私自身にとっても貴重な時間となりました。

農家との意見交換

先日、「四日市市農業経営者会議」の皆さんととも
に、ニンジンの出荷作業所の見学や意見交換を行い
ました。

本市の農畜産業においても、後継者不足や遊休農
地の増加などが長年の懸案事項ですが、近年は、異
常気象による天候不順などの影響で、これまでの栽
培方法では農作物がうまく生育しないとか、昨年、
ＴＰＰ協定交渉が大筋で合意したことにより、日本の
農業の先行きに不安を感じているとか、農家の皆さ
んの声を直接聴くことができました。

こうした農業の課題を
乗り越えていくため、市
としては、農畜産物のブ
ランド化や６次産業化な
どの取り組みを支援し、
販路開拓に向けてのＰＲ
にも力を入れていきたい
と考えています。

本市の子育て
施策を話す
田中市長

ニンジンの出荷作業所を見
学する市長（中央）

四日市STYLE

プロモーション映像
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